



















学位授与の日付 昭和 48 年 2 月 28 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 均質な固体減速媒質における中性子波伝播の研究
論文審査委員 (主査)教授関谷 全
(面Ij査)
教授吹田 徳雄 教授池田和義教授桜井良文
論文内容の要旨
本論文は原子炉の安全性を解析する上で重要な炉中中性子の均質な固体中ての時間的、空間的な振
舞を中性子密度の波動の伝播としてとらえる方法にもとづいて取扱ったもので、 6 章からなっている。
第 1 章は序論であって中性子波伝播に関連する従来の研究についてのべ、本研究のその分野におけ
る意義、すなわち、結晶性媒質中におけるブラッグ切断に起因するスペクトルの特異性が中性子波伝
播におよぽす影響を研究する必要性についてのべている
第 2 章では干渉散乱性結晶媒質の中性子断面積におけるブラッグ切断にもとづく冷中性子の透過が
その伝播におよぽす影響を取扱い、簡単な指数関数的伝播では説明できない特異な現象が存在するこ
とを理論解析およぴ黒鉛における実験により示し中性子輸送のエネルギー依存性が中性子波伝播にお
よぽす影響の重要性を指摘している。
第 3 章では同様な結晶媒質における中性子波伝播の固有値問題について鮒斤し、従来の指数関数的
伝播で近似できるようないわゆる擬似モードの存在可能性を理論的に明らかにし 黒鉛についてそれ
を実験した結果を示している。
第 4 章では、擬似モード領域の伝播実，験における実効伝播定数の解析を行ない、これに関する簡単
な表式を導いて前章の実験結果との一致を示すとともに、黒鉛の散百は安の性質に関し知見を得ている。
第 5 章では、以上の各章とは逆に典型的な非干渉性散乱体である水素化合物に対し中性子波伝播法
を適用した場合を解析し、その具体例としてポリスチレン体系における伝播実験を行った結果を示し
ている。
第 6 章は、全体の結論で本研究の成果を総括したものである。
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論文の審査結果の要旨
本論文は、結晶謀質中での中性子の伝播現象を干渉性および非干渉性両媒質について解析したもの
で、従来の指数関数的減衰を伴う伝播によって説明できない現象の存在を理論的、実験的に実証して
いる。
黒鉛および水素化合物についての知見は原子炉定数を決定する上で実用的にも重要で、ある。
以上の結果本論文は、原子炉物理および、炉設計に貢献するところが大きく博士論文として価値ある
ものと認める。
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